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1 はじめに

近年の健康ブームの後押しもあり，健康改善や体力

向上を目的にランニング人口が増加している.令和元年
にスポーツ庁が実施した「スポーツの実施状況等に関

する世論調査」[1]ではランニングを取り組む人口の割
合が多く，現在は運動・スポーツをしていないが，今後

行いたい運動・スポーツの上位にも入っている．しかし

ながら,ランニングに対するモチベーションの維持は難
しく，継続して行うことは困難である．そのため，ラ

ンニングを支援するシステムを開発することの意義は

大きいと考えている．Nike+Running[2]や STRAVA[3]，
Zombies，Run![4]といった既存のランニング支援シス
テムでは距離，ペース，心拍数，カロリー計算などの

アクティビティ管理，ルート推薦や SNSを用いたラン
ニング活動の共有を目的とするランニングシステムは

存在するが，実際にランニング自体を楽しくさせ，ラ

ンニングの動機付けを行うものは少ない．我々は先行

研究 [5]において，音響型拡張現実空間にて自身のラ
ンニング記録に基づく仮想ランナーとの伴走を可能に

するランニング支援システムを構築した．ただし，よ

り臨場感を持ってランニングを行うためには，良きラ

イバルとなる他のユーザの記録に基づく仮想ランナー

との競争が可能なシステムの開発が重要であると考え

た．本研究では，より臨場感を持った音響型 ARラン
ニング支援システムを実現するため，ユーザの走力を

考慮したライバルランナーの推薦手法を提案する．

2 提案手法

2.1 概要

本研究では，より臨場感を持ったランニングを行う

ため，他のユーザの記録に基づく仮想ランナーとの競

争が可能なランニング支援システムを提案する．ラン

ニングは健康促進や体力向上に効果があると言われて
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図 1: 提案システム概要図

いるが，楽しくないなどの負の感情がモチベーション

を低下させ，継続を困難にさせる．つまり，ユーザに

とって効果的であり，精神的にも楽しみながらランニ

ングに取り組める工夫は重要である．そこで我々は，過

去の先行研究で行った自身の記録に基づいた仮想ラン

ナーとの競争に加え，ユーザの目的に合わせたライバ

ルや仲間を推薦し競争や伴走を行うことで，ユーザに

とってより臨場感のあるランニング支援システムを目

指す．

本研究で実現を目指すランニング支援システムの概

要図を図 1に示す．提案手法では，まず複数人のラン
ナーの記録タイムやGPS等の情報をサーバに保管する．
そして，ユーザの目的に合わせてサーバに記録されて

いる情報を参照し，ライバルの推薦を行う．

2.2 サーバとの連携

複数のランナーの記録情報をランニング支援システ

ムからサーバに送信する．サーバが保管する情報とし

ては，GPS,記録タイム，タイムスタンプ，ユーザ ID,
勾配等の地形データ等とする．ユーザが仮想ランナー

との競争を行う際は，ランニング支援システムから入

力された条件を基に，サーバに記録されたデータから，

ユーザの能力や地形情報等にマッチした仮想ランナー

の推薦を行う．

2.3 ユーザの目的に合わせたライバル推薦方式

サーバに保存された情報に基づいた，ユーザのラン

ニング目的に合わせたライバル推薦方式について説明
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する．例えば，レベルの近い人と競争がしたい場合は，

サーバに保存されている記録タイム，タイムスタンプ，

地形データを参照し，ユーザの記録タイムに合ったラ

イバルの推薦を行う．また，ダイエット仲間である現

実世界での友人と共に走りたい場合は，音声チャット

機能などを用いて，友人とのリアルタイムでの伴走を

行う．上記のようにユーザそれぞれの目的にあったラ

イバルや仲間の推薦を行う．

3 実装のためのランナーの意識調査

3.1 アンケート調査の概要

今後のランニング支援システムの開発を行なってい

くにあたり，ユーザがランニング支援システムに求め

る要素を明らかにするため，回答者 16 人を対象にラ
ンニングに対する意識調査を行った．この際，回答者

16人の年代は 10代が 3人，20代が 13人で行った．意
識調査では，ランニングを行う頻度，ランニング目的，

伴走者が欲しいか，ランニング時に重視しているもの，

ランニングアプリにあって欲しい機能の計 5問でアン
ケートを行った．

3.2 アンケート調査結果

アンケートの結果より，ランニングを行う頻度は，ほ

ぼ毎日が 6.3%，週に数回程度が 6.3%，月に一回程度
が 25.0%，全くしないが 62.5%であった．ランニング
を行う目的は，運動不足の解消が一番多く，続いて体

力づくりのためが多かった．また，ランニングを行う

際に誰かと一緒に走りたいかという問いに対して，は

いが 37.5%，いいえが 62.5%と言う結果となった．はい
を選んだ被験者に同時に走るなら何人が好ましいかと

いう質問を行ったところ，一人と答えた人が 50%，二
人と答えた人が 50%となり，複数人の伴走者を伴う場
合は一人もしくは二人が好ましいことがわかった．そ

して，ランニング時に一番重視している指標について

質問したところ，距離が 44%と一番多く，次いで走行
時間が 25%，３番目に平均ペースの 13%となった．こ
の質問において，伴走者が欲しいと答えた人は距離と

平均ペースと答えた人が多く，伴走者は欲しくないと

答えた人では走行時間に加え，消費カロリーや走る時

間帯等と複数の指標で均等に分かれた．

図 2はランニング支援アプリにあるとよい機能に関
するアンケート結果である．この中で，伴走者が欲し

いと答えた人はランキング機能や音声等により競争を

感じさせる機能を選んだ人が多く，伴走者は欲しくな

いと答えた人は目標の達成によるバッチ等がもらえる

報酬制度や安全に走れる機能を選んだ人が多かった．

図 2: ランニング支援アプリにあると良いと思う機能

伴走者が欲しいと答えた人は自分の体力向上や走行

記録の向上を目指している人が多く，伴走者は欲しく

ないと答えた人は無理をしない範囲で安全にランニン

グを行い，運動不足の解消などに努めたいと思ってい

る人が多いのではないかと考えられる．また，ランニ

ング支援アプリに必要な機能として，音声情報等によ

り他の誰かを感じながらバーチャルに競争ができる機

能を選んだ人は総じて多く，音響型 ARランニング支
援システムの必要性が示されたと考えられる．

4 おわりに

本研究は，音響型 ARランニング支援システムのた
めのユーザ走力を考慮したライバルの推薦手法を提案

とランナーの意識調査を行った．今後は，この推薦手

法を基に，システムの構築，および評価実験を行い，提

案手法の妥当性検証を行う．
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